
１ 一般状況 

 

（１）世帯数及び被保険者数 

 市町村国保の平成 29 年度末における世帯数は 141,846 世帯、被保険者数は 233,908 人（うち退職

被保険者等数は 3,854人）となっている。 

昭和 62年度から減少し続けてきた世帯数は平成４年度より増加に転じていたが、平成 18年度

から減少し続けている。昭和 46年度から減少し続けてきた被保険者数も平成 10年度以降増加に

転じたが、平成 16年度から再び減少し続けている。 

平成 19年度から平成 20年度にかけては、平成 20年度の制度改正により 75歳以上の被保険者

が後期高齢者医療制度に移行したため、世帯数、被保険者数ともに大幅に減少している。 

 

表１ 年度別世帯数・被保険者数の状況 

25 26 27 28 29

県 世帯数 Ａ （世帯） 393,568 395,274 392,952 394,490 395,986

全 人　口 Ｂ （人） 1,133,960 1,122,986 1,116,408 1,105,057 1,093,249

体 70歳以上の率 （％） 22.4 22.8 22.9 22.9 23.5

市 世帯数 Ｃ （世帯） 158,946 154,558 150,802 145,985 141,846

町  割 合　Ｃ／Ａ （％） 40.4 39.1 38.4 37.0 35.8

村 総　数 Ｄ （人） 280,785 268,515 257,380 244,522 233,908

国 割 合　Ｄ／Ｂ （％） 24.8 23.9 23.1 22.1 21.4

民 一般被保険者数 Ｅ （人） 257,146 248,123 243,230 235,983 230,054

健 割 合　Ｅ／Ｄ （％） 91.6 92.4 94.5 96.5 98.4

康 退職被保険者等数 Ｆ （人） 23,639 20,392 14,150 8,539 3,854

保 割 合　Ｆ／Ｄ （％） 8.4 7.6 5.5 3.5 1.6

険 世帯構成       Ｄ／Ｃ （人） 1.77 1.74 1.71 1.67 1.65
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（注）１ 県全体の「世帯数」及び「人口」は当該次年度の４月１日現在の数値を示し、「70歳以上の率」は当該 

年度の 10月１日現在における県人口に対する 70歳以上人口の占める割合を示す。 
２ 市町村国民健康保険の各欄は、当該年度の３月 31日現在の数値を示す。  

 

  図１ 世帯数・被保険者数の推移（県計） 

 

(注) １ 図中の数値は年度平均。 

    ２ 国民健康保険組合を含む。 

 



（２）国保被保険者の年齢構成及び年齢階層別加入率 

市町村国保被保険者の年齢構成及び年齢階層別加入率をみると、県人口の構成割合と比較して若年

層で低く高齢者で高くなっている。50 歳以上から国保被保険者構成割合が高くなり、特に 60 歳以上

でその差が顕著にあらわれており、市町村国保被保険者の６割以上を 60 歳以上で占め、高齢化が進

行していることがわかる。 

 

 表２ 被保険者の年齢構成及び年齢階層別加入率     図２ 年齢階層別人口及び被保険者数 

 

年齢階層 県人口 構成比 被保険者数 構成比 加入率

（歳） （人） （％） （人） （％） （％）

0～9 81,932 7.47 7,788 3.25 9.51

10～19 99,770 9.09 11,587 4.84 11.61

20～29 83,936 7.65 10,521 4.39 12.53

30～39 117,699 10.73 16,269 6.79 13.82

40～49 137,627 12.55 20,468 8.55 14.87

50～59 140,459 12.80 26,931 11.24 19.17

60～69 177,768 16.20 96,389 40.24 54.22

70～74 66,518 6.06 49,567 20.69 74.52

75～ 191,301 17.44

 計 1,097,010 100.00 239,520 100.00 21.83
 

 
（注）１ 国保被保険者は市町村分であり、平成 29年９月 30日現在、平成 29年度国民健康保険実態調査による。 

２ 県人口は、平成 29年 10月 1日現在の推計人口。年齢不詳（ 4,442 人）を除く。 

 

（３）被保険者異動状況 

 平成 29年度に市町村国保に加入した者の総数は 41,192人である。そのうち、社保離脱による加入

が最も多く、全体の約８割である。一方、国保被保険者の資格を喪失した者の総数は 51,787 人であ

り、社保加入による喪失が最も多く、全体の約６割である。 

 

表３ 年度別被保険者数の増減内訳（市町村計）                （単位：人） 

年　　度 25 26 27 28 29

転    入 6,789 6,472 6,426 6,060 5,772

社保離脱 39,333 35,971 35,185 32,952 31,993

生保廃止 461 370 384 362 393

出    生 1,021 923 801 723 652

後期高齢者離脱 22 20 28 22 31

その他 1,939 1,923 1,731 1,528 2,351

計 49,565 45,679 44,555 41,647 41,192

転    出 6,293 6,051 5,774 5,354 5,085

社保加入 36,618 35,988 33,569 32,947 30,371

生保開始 784 695 789 655 715

死    亡 1,803 1,713 1,644 1,657 1,904

後期高齢者加入 9,919 10,331 10,846 10,944 10,285

その他 3,110 3,188 2,863 2,947 3,427

計 58,527 57,966 55,485 54,504 51,787
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